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20期第 3回 

H23(2011).7.21 

【報告】 

■平成 24年度予定事業 落川河原地区 

■ブロック割案の検討 事務局案の説明 

・未整理地区検討図の Aから Eまでの設定変更 

 新 A(百草・落川・三沢)、新 B(落川・百草・三沢)、新 C(新

井・石田)、新 D(高幡・三沢)、新 E(程久保、三沢、百草) 

・旧 E地区から新井・石田を分離し現町界を用いて、高幡側

を新 D、地区、新井側を新 C地区 

・高幡区画整理区域を参考に、現三沢の一部を旧 D地区から

新 D地区へ編入 

・高幡台団地・百草団地が含まれる程久保・三沢・百草は、

すべて新 E地区 

・事業実施順序（新区域割でみた）の提案 

 A・B→C・D→E 

・今後の検討課題 

 町界の詳細検討、落川・百草地区の町名検討 

・審議会意見 

① Aと Bは京王線で分割 

② 三沢(旧番地)地区の扱いは隣接する他の町とあわせて新たな町名で

整理(H4 時点で三沢の整理は完了しており、再度三沢丁目に編入す

るのは、丁目・地番の振り方から困難) 

③ Eと A地区の分割線は、団地と南百草園住宅との間の道路とする(団

地と戸建住宅の成り立ちの違いから) 

④ C と D の分割線は概略線とし、地元調整を十分に行い確定すること

(現在の町界を使うと、明解な町界とならないため) 

⑤ 今後の進め方として、次回審議会で継続審議（百草・落川地区(A・B)

から進めるよりも、高幡・新井地区(C・D)の方が進めやすいのでは。

地域のコミュニティの分断がないよう配慮する、市の案を提示し十

分時間をかけて協議すること） 

21期第 1回 

H24(2012).3.29 

【報告】 

・平成 24年度予定事業 落川河原地区 

・今後の方針 

・市考え 

 A・B→C・D→Eの順番の変更は地元の意見を聞いて審議会に報告し、

順番を変更したい 

・委員意見 

 新井と高幡地区の新町界の検討には審議委員も現地に行き判断すべき 

（裏面へ続く） 
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以降、C（新井・石田）地区に関する報告事項が続く 

21期第 2回 

H25(2013).3.25 

【報告事項】 

■平成 24年度事業報告 落川河原地区 

■今後の進め方 

・高幡・新井地区の自治会長ヒアリング結果報告(高幡い組、

南新井、新井自治会長、ルイシャトル百草園ヒルズ管理組合)

→自治会長はいずれも後ろ向き発言、ルイシャトルは反対 1

賛成 6→高幡・新井地区の自治会役員と相談し時期をみて意

見交換 

 

・高幡と新井の新たな町界は地形地物を原則とし、地元の意

見を聞きながら決定する 

 

・高幡・新井地区のうち事業への合意が得られそうな地区に

対し実施に向けた検討を進める 

 

・高幡地区の町名地番整理の経緯説明(区画整理区域外も含

み高幡と落川で整理する案は住民の反対で断念。高幡に統一

する案も区画整理審議会で合意ならず、三沢と高幡で最終合

意（H13年 11月）) 

 

・約 10 年後完了予定の川辺堀之内地区とその周辺を検討す

る 

審議会意見 

・高幡、新井、落川、百草地区は年 1、2回地元と話し合う機会を設ける

べき 

・落川の中の百草の飛び地は段階的に整理していってはどうか 

・C（新井・石田）地区を優先して実施すべき、工程表を示してはどうか 

・自治会よりも地元の有力者に意見を先に聞いてはどうか 

・大字新井の大字がなくなることも事業メリットとアピールしてはどう

か 

・新井と高幡の境界案を示したらどうか 

 

市の答え 

・本日の議論より、まず南新井・新井自治会から話をしていきたい。ま

た大地主を調査する。 


